


は　　じ　　め　　に

昨年の１２月から今年の１月にかけて発生した、南房総市での渇水及び富津市での断水につきまして、渇水・断水対応に尽力された事業体はもとより、長期間にわたって応援給水に御尽力いただいた応援事業体及び関係者の皆様に心から御礼申し上げます。

　水道は、県民が健康で文化的な生活を営む上で、欠かすことのできないライフライン施設として、また、産業・経済活動を支える基盤施設として、重要な役割を果たしているもの
です。

しかしながら、水道事業を取り巻く環境は年々厳しいものとなっており、人口減少に伴う料金収入の減少、人材不足の深刻化や水道施設の老朽化の進行・耐震化の遅れなど様々な
課題に直面しています。
また、本県は地形上水源に恵まれないことから、水源の約７割を利根川水系が占めて
います。このため、同じ利根川水系の表流水を使用する水道事業者の経営基盤にも地域に
より格差が生じ、料金にも格差が生じている状況です。
　
こうした中、本県では令和元年の房総半島台風等により大きな被害を受けました。水道事業も例外ではなく、主として停電を原因とする断水が１７日間にわたり、最大約１３万３千戸で発生するなど、停電に対する脆弱性をはじめとする多くの課題が浮き彫りになりました。　
[bookmark: _GoBack]こうした課題に対し本県では、県内水道事業者や市町村防災部局と意見交換を行い、昨年の６月に「房総半島台風等における課題に対する対応策」を作成するなど、今般の激甚化・頻発化する災害への対応力の強化を図っているところです。

今後も安全で良質な水の安定供給を目指し、本県の水道事業の基盤強化に向けて取り
組んでまいりますので、関係者の皆様には、より一層の御理解と御協力を賜りますよう
お願いいたします。

  最後に、本書の作成に当たり、調査に御協力いただきました水道事業者等をはじめとする　関係者の皆様に厚く御礼申し上げますとともに、本書が今後の水道事業運営等の御参考に　　なれば幸いに存じます。
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